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論文審査の結果の要旨 
 
 霊長類の社会では、毛づくろいを行った個体は、相手からお返しとして毛づくろいや攻撃交渉時の支援などの様々
な協力的行動を受けられる。本論文では、毛づくろいの互恵性の至近要因に注目し、ニホンザルが、どのようにして、
毛づくろいやそれ以外の協力的行動をお互いに行っているのかを検討するために、勝山ニホンザル集団 (岡山県真庭
市) を対象として3つの研究を行った。 
研究1 毛づくろい交換における催促行動の働き：ニホンザルは、相手の前に座ったり、横たわったりして、毛づくろ
いを催促する。4歳齢以上のメス14頭の個体追跡観察を行い、毛づくろいの交換における催促行動の働きを探った。 
血縁ペアや親密な非血縁ペアでは、事前の毛づくろいの有無に関わらず、催促をした相手から毛づくろいを受けて
いた。一方、親密でない非血縁ペアでは、毛づくろいをしてから催促すると毛づくろいをしてもらえたが、毛づくろ
いをしないで催促しても、毛づくろいをしてもらえないことが多かった。また、血縁ペアや親密な非血縁ペアでは、1
年間の毛づくろい時間のバランスに関して、毛づくろい後に頻繁に催促をするかによる違いはなかった。しかし、親
密でない非血縁ペアでは、毛づくろい後に頻繁に催促をしていると、毛づくろい時間はより均等に近くなっていた。
以上より、催促行動には毛づくろいの交換を促進する効果があり、その効果は相手と親密なほど高い傾向であった。 
研究2 毛づくろいとハドル形成の関連：ニホンザルは、気温が低くなると2個体以上の個体がお互いの胴体を接触さ
せてハドルを形成して暖を取る。本研究では、成体メスに毛づくろいを行うことによって、ハドル形成という利益を
得ているのかを検討した。 
冬期に、0歳齢の子と1歳齢の子を持つメスは、これらの子のないメスよりも成体メスとハドルを形成することが少
なかったが、自身の幼い子とよくハドルを形成していた。子のないメスは、子のいるメスよりも、成体メスとの毛づ
くろい交渉後にハドルを形成することが多く、特に毛づくろいが行われた後、お返しの毛づくろいがあった場合に比
べて、お返しの毛づくろいがなかった場合に、ハドルをよく形成していた。また、子のないメスは、冬期以外の季節
に比べて、冬期にはお返しの毛づくろいを催促することが少なかった。以上より、子のないメスは、成体メスに毛づ
くろいを行うことによって、お返しの毛づくろいではなく、ハドル形成という利益を得ていたことが示された。 
研究3 毛づくろい交渉後のストレスにおける親密な社会関係の影響：他個体に毛づくろいを行った後に、ストレスが
減少するかどうかを、スクラッチ(自分の体を掻く行動)をストレスの指標として検討した。 
親密な相手に毛づくろいを行った後は、毛づくろいを行わなかった統制条件に比べて、スクラッチを行うことが少
なくなっていた。しかし、親密でない相手の場合には、2つの場面で違いはなかった。そのため、親密な個体に毛づく
ろいを行うと、ストレスの減少という報酬があるのだと推測された。 
本論文より、ニホンザルは毛づくろいを行った後で、催促行動によって毛づくろいを返してもらったり、あるいは、
ハドル形成によって暖を得たりするなど、その時の環境に応じた利益を柔軟に得ているということ、さらに、親密な
個体間では、毛づくろいを行うこと自体に報酬が生じているということを明らかにした。ニホンザルの毛づくろい行
動の詳細な観察と分析によって得られたこれらの知見は、ニホンザルを含む霊長類の互恵性や協力的行動のメカニズ
ム解明だけでなく、社会的知性の進化の理解に大きく寄与するものである。以上の理由により、本委員会は本論文が
博士（人間科学）の学位授与に値すると認定した。 
 
